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 シンガポール国内でプチ旅行へ GO
多民族国家であるシンガポールには、中華系、マレー
系、インド系などさまざまな民族が暮らしており、多様
な民族の特徴を反映した特色ある街並みが観光地として
有名です。代表的なものとしては、チャイナタウン、ア
ラブストリート、リトルインディア、カトンが挙げられ、
これらの街に行けばまるで異国を旅しているかのような
プチ旅行気分を味わうことができます。
また、シンガポールは在留外国人が人口の３分の１以
上を占めており、外国人の特色を反映した街並みも存在
するため、プチ旅行気分を味わえるスポットが上記のほ
かにもまだまだあるのです。今回はそのようなシンガ
ポールのプチ旅行スポット「リトル〇〇（国）」をご紹
介します。

 プチ旅行①「リトルタイランド」
1 つ目のプチ旅行スポットは、タイを体感できるリト
ルタイランドこと「ゴールデンマイルコンプレックス
（複合施設）」です。これは 1973 年に建築された建物
で、タイ行きのバス発着場にもなっていたことから、タ
イ人が多く集まるようになりました。タイ式焼肉「ムー
カタ」をはじめとしたタイ料理店やカフェ、タイ産品
を揃えたスーパー、服屋、雑貨屋などとにかくタイの
物が何でも揃って
おり、店中でタイ
語が使われていま
す。平日の夜から
多くのタイ人で賑
わっているため、
タイのローカル感
を味わうことがで
きます。

 プチ旅行②「リトルヤンゴン」
続いてのプチ旅行スポットは、ミャンマーを体感でき

るリトルヤンゴンこと「ペニンシュラ・プラザ」です。シ
ンガポールの行政とビジネスの中心「シティエリア」に
ある５階建ての建物で、立ち並ぶ店のほとんどがミャン
マーの料理、食品、雑貨、民族服を扱うお店です。店の
経営者から来店客までほとんどがミャンマー人であり、
商品にはビルマ文字が書かれているため、本当にミャン
マーにいるかのような感覚を味わうことができます。

この他にも、リトルマニラと呼ばれる「ラッキープラ
ザ」、リトルインドネシアと呼ばれる「シティプラザ」
など、国内にいくつもの「リトル〇〇」があります。日
本にもこのようなプチ旅行スポットは存在しますが、シ
ンガポールは特に東南アジアの気候であること、その国
の定住外国人が多いことから、より一層現地にいるかの
ような気分を味わうことができます。
現在、新型コロナウイルスの影響により、海外旅行へ
行きづらい状況となっていますが、「リトル〇〇」へ行
くことでプチ海外旅行気分を味わうことができます。
アフターコロナで旅行される際は、シンガポールで多く
の国を一度に旅した気分を味わってみてはいかがでしょ
うか。
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ミャンマー食品を扱うお店 ビルマ文字が書かれた
ミャンマー産のお菓子

タイ料理のお店（タイの伝統的挨拶ワ
イ〈合掌〉をする像）

多文化すぎる国シンガポールで
リトル〇〇（国）に行ってみた
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